








研究目的 

遺伝相談をより有機的効果的に行うためにネットワークの問題は避けて通ることは出来な

い。一方・今日胎児診断は・遺伝相談の中に,重要な位置を占める様になってきている。本

研究の目的は,その胎児診断を通して,ネットワークの現況と問題点を検討することにある。 


